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款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 9. 佐倉学事業

5. 社会教育費

1. 社会教育総務費 社会教育課

（佐倉市）　　

第４章
豊かな心を育み　笑顔あふれるまち（教育） -

令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 40 基本施策３
生涯学習 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策１
市民の生涯学習を推進します 令和 6年度 -

令和 7年度 -

0

210 210

・佐倉学の認知度向上のため、広報活動を行います。 ・佐倉学の認知度の向上を図ります。 ・佐倉を知り、再発見することで、佐倉への愛着度が高

・情報共有及び協力体制強化のため、佐倉学推進会議を開催します。 ・佐倉市への愛着度の向上を図ります。 まります。

・地域教育力の周知を図ります。 ・佐倉学について、自分の意思で学べる場の情報を提供することで、市

民の生きがいづくり、地域教育力の向上に寄与します。

・佐倉学の認知度をより高くするために、広報、 ・佐倉学リレー講座について、新型コロナウイル ・佐倉学は、市民に郷土への愛着を育み、進取の

周知の方法に工夫が必要です。 ス感染症拡大防止の観点から、中止しました。 精神による新しい文化の創造をめざすための重要な施策に位置付けされ

ています。

・佐倉学子供作品展の充実を図ります。

・引き続き佐倉学の周知に務めます。

07 143 124 19

10 67 80 △13

差引一般財源 0 210 0 210


